
「主が共におられるゆえ、恐れてはならない」

ヨシュア１：９

フェイスチャーチ牧師 中村浩幸

オミクロン株が猛威を奮っています。重症化にはなりにくいと

いうことですが、身近な職場や近所の友人が次々と陽性になり、

濃厚接触者になっていきます。このようなことは今までにはなか

ったことです。こうなると、ウイルスそのものよりも、仕事がで

きなくなったり、施設や病院を訪問することができなくなったり

で、気落ちする心の方が心配です。

最近インドのコメディ映画『きっとうまくいく』を鑑賞しまし

た。友人は「今まで見た映画で一番良かった」と絶賛で、私も多

くを教えられ、感動しました。この中で、主人公のひとり、ラン

チョーは、人間はすぐに悲観的になってしまうから、こう言おう

と言います。右手で左胸を３回叩きながら「All is well（きっと

うまくいく）」。こうして主人公の 3 人組はあらゆる困難を乗

り越えていきます。確かに私たちは、すぐに最悪のことを考えて

しまいます。物事を良くは考えないのです。ですから、ジェスチ

ャーをつけて、口に出して、言うのです。「きっとうまくい

く！」

＊大阪城東福音教会記念誌『福音のしもべ』より 2004 年 12 月号大倉昭元牧師
のクリスマスメッセージを掲載いたしました。テキスト版はここをクリックし
てください。

「心を照らす世の光」

牧師 大倉 昭元

クリスマスとは直訳しますと「キリスト（救主）礼拝」となります。聖書に記されているクリ

スマス物語にはそのことが明らかにされています。主な三つの物語は夜に起こった出来事で、救

主の誕生は、この世の闇に打ち勝つことを啓示しています。

ヨセフは婚約中のマリヤのお腹が大きくなることで疑いを持ち、離縁しようとしていました。

暗い心のヨセフに対して、み使いが夢の中に現れ「マリヤを妻として迎えるがよい。その胎内に

宿っているものは聖霊によるのである」（マタイ 1:20）と告げました。ヨセフはマリヤから生

れる子が救主であることを知り、不安な暗い心から解放され、救主の誕生を待ち望みました。

羊飼いたちは動物を世話するために安息日を守ることができません。そのため

当時の社会では見下げられていました。そのような彼らにみ使いが現われ「恐れ

るな。見よ、すべての民に与えられる大きな喜びをあなたがたに伝える。きょう

ダビデの町に、あなたがたのために救主がお生れになった」（ルカ 2:10,11）と語りました。

人々から見下げられ、くじけた心や劣等感を持っていた心も救いの明るい光がさし、飼葉おけに

寝かされた幼な子イエス様を礼拝しました。

博士たちは星に導かれ、バビロニヤの地からやってきました。博士という言葉は「マギ」とな

っています。彼らは王の側にいて、星を占うことで王に国政全般のアドバイスを

していました。星に詳しい彼らは一つの光り輝く星を見たことで、さまざまな文

献から、ユダヤの地に救主が誕生したことを見い出し、長い旅をしてエルサレム

にやって来ました。そこで聖書から、救主の誕生の地がベツレヘムであることを知らされ、その

地で幼な子イエス様に会い、贈り物を捧げ、礼拝をしました。

心にはさまざまな闇の部分があります。それを抱えて生きることは人生の重荷となっていくの

です。暗い心の領域であっても、そこに光が輝けば明るくなります。占う心も、劣等感の心も、

不安な心にも真の光が必要です。

イエス様は「わたしは世の光である。わたしに従って来る者は、やみのうちを歩くことがなく、

命の光をもつであろう」（ヨハネ 8:12）といわれました。イエス様は真の光です。イエス様を

救主と信じて、心を明るくされて、クリスマスをお祝いしようではありませんか。
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